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厚生年金基金の「特例解散」認可と特別損失発生に関するお知らせ 

 

当社は、「兵庫ゴム工業厚生年金基金」（総合型）に加入しております。 

平成 26 年 6 月 18 日に、「厚生年金基金の特例解散認可の申請に関するお知らせ」で開示いたしま

したとおり、同基金は、平成 26 年 6 月 18 日開催の代議員会により、「特例解散申請」の決議を行っ

ております。これを受けて、同基金より、平成 26 年 6 月 27 日に近畿厚生局に対して、「特例解散認

可」を申請し、平成 26 年 7 月 30 日、認可を受けたことが通知されました。 

合わせて、平成 26 年 6 月 18 日時点では未確定でありました同基金の解散申請時の代行部分積立

不足額にもとづく当社負担額の通知を同基金から受けております。 

これにより、同基金の解散に伴う代行部分積立不足額の確定は、基金の清算結了時点（次年度以

降の予定）となり、未だ現時点では確定には至っておりませんが、基金より通知された特例解散申

請時補正前当社負担額にもとづき、平成 26 年 12 月期第２四半期決算に特別損失として計上するこ

とといたしましたので、お知らせいたします。 

 

                    記 

 

１．特別損失の内容 

  当社が加入する「兵庫ゴム工業厚生年金基金」の解散に伴う代行積立不足額は、最終的には、 

同基金の清算結了時（次年度以降の予定）に確定いたしますが、同基金の特例解散申請時の当

社が負担すべき金額は 921,264 千円です。 

 当社は既に、平成 25 年 12 月期第２四半期において、同基金のＡＩＪ投資顧問㈱に関する損

失額について、453,684 千円を特別損失として計上しており、921,264 千円からこれを控除した

467,580 千円を平成 26 年 12 月期第２四半期決算にて、特別損失（厚生年金基金解散損失引当金

繰入額）として計上するものです。 

 

２．業績への影響 

平成 26 年 2 月 18 日発表の決算短信１．(1)②「次期の見通し」（注）２．に記載のとおり、平

成 26 年通期業績予想においては、概算ではありますが、５億円（特別損失）を影響額として見

込んでおりますので、通期業績への影響はありません。 
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